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(公社)　埼玉県理学療法士会
会長　南本　浩之　様

専門リハビリテーション研究会

会　　長　　　　　細田　多穂
補装具研究部会
部会長　　　　　　寺村　誠二
義肢適合支援のあり方研究会
代表世話人　　　　原　和彦
専門リハビリテーション研究会補装具研究部会
第13回義肢適合支援のあり方研究会に関する後援のご依頼

謹啓

　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。さて、当研究会では、リハビリテーション専門職に携わる方々のキャリアアップを図る目的で、下記事業を予定いたしております。
　つきましては、当会本事業に関する貴会の後援についてお願い申し上げます。

　何卒、ご審議、ご高配のほど重ねてお願い申し上げます。

謹白

記

Ⅰ．期日・場所


日時：2022年2月27日（日）　13：00～15:30

場所：Web
形式：ZOOMを利用したオンラインセミナー
Ⅱ．開催趣意

　　　義肢装着者、装具適応者への適切な支援を検討する際、症例ごとに義肢装具の選択や各病気の特性を踏まえた介入が必要である。このような状況の中、下肢切断者・装具適応者に対する義肢・装具装着適合や理学療法などの介入には、従来にも増して高い専門性と実践力が必要とされます。そこで今回、義肢装具療法の基礎的な知識に加え、事例検討を行うことで、臨床に即した知識と技術を深めるべく、本研修会を企画しました。
Ⅳ．テーマ

「臨床に活かせる義肢・装具療法の知識と技術　～事例を通して学ぶ～」　


Ⅴ．内容　　　

13：10～13：50　講義1　「成否のポイントで整理する高齢者の義肢療法」

理学療法士：梅澤　慎吾（鉄道弘済会義肢装具サポートセンター）　　　　

13：50～14：10　事例検討1「高齢下腿切断者が急性期病院にて義足作成し、歩行獲得に至った症例」

演者：滝上　健吉（JCHO埼玉メディカルセンター）

座長：長倉　裕二（大阪人間科学大学）

14：20～14：40　事例検討2　「脊髄梗塞患者に対する装具検討の経験」

演者：渡辺　達也（JR東京総合病院）

座長：高田　将規（東京医科歯科大学病院）

14：40～15：20  講義2「運動学習の視点からみた装具選定と運動療法」

理学療法士：豊田　輝（帝京科学大学）
Ⅵ．対象　　専門リハ会員・その他リハ支援関係職種（PT・OT・PO・その他）
Ⅶ．定員　　50名
Ⅷ．参加費　　2,000円、学生 無料
Ⅸ．共催　　専門リハビリテーション研究会補装具研究部会、義肢適合支援のあり方研究会
Ⅹ．連絡先　東京都文京区湯島1-5-45　東京医科歯科大学病院リハビリテーション部　　　　　　　担当：岡安、高田　03（5803）5648　アドレス：gisokutekigou@gmail.com
